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視 床 0.057. 0.108
視 床 下 部 0.107
コ - デ イ ト 0.259
ブ タ - メ ソ 0.148
逆 動 部 (FA) 0.087 0.186
前 頭 前 野 (FD) 0.077 0.215
視 覚 野 (OC) 0.094 0.264
体性感覚野 (PC) 0.063 0.221
補足体性感覚野(PE) 0.250
上 側 頭 El(TA) 0.082 0.259
下 側 頭 回 (TE) 0.082 0.228
小 脳 0.020 0.041
脳内各部位の組孤をリン酸緩衝液中でホモジナ
イズしたあと遠心し,その上清を測定試料とした｡
活性測定のための基質にはZ-Gly-Pro-pNAを
用い,これを絞術液中,37℃で15分間試料とイン
キュベ-トした｡これに酢酸を添加後遠心しその
上約の吸光皮 (410nm)から酵素の含量を求めた｡
脳の各部位の活性値を袈lに示した.概して脳
の内部より外側が,しかも後部に活性の高い所が
みられる｡即ち視北野 (OC)や上例頭回 (TA)
付近の活性が高い｡またコ-ディトは高い値を示
したがこれと極めて近接しているブタ-メソは低
い｡ホルモンの放出に関与している視床下部では
特に低く.下垂体では全く活性がみられなかった｡
以上のようにかなり特徴ある分布を示しているが,
試料の都合上充分に再現性等を調べるには至って
いない｡今後更に検討を虫ねていきたい｡
自由:26
霊長類の筋肉プロテアーゼの機能に関する研究
川島 誠一 (究京都老人研)
霊長類の筋技能におけるプロテアーゼの役割を
探るため,サル骨格筋からカル●シウム依存性中性
プロテアーゼ (カルパイン)を和製し,その性質･
Ca2'による活性化機械などを検討している.本
年度は,当初の計画では和製カルパインを大サブ
ユニットと小サブユニットとに解離させ,調節サ
ブユニットである小サブユニットがカルモジュリ
ンなど他のカルシウム結合タンパク質で置換し得
るかを検討する予定であった｡そのために,穏や
かな解離試薬であるlMチオシアン酸カリウムを
用いたがサブユニットの解離は起こらなかった｡
そこで,変性剤として6M尿素を用いたところサ
ブユニットの分離に成功したが,変性が激しいた
め再構成による活性の回t'如 壬認められなかった｡
そこで次に,他のプロテアーゼによる限定分解を
用いてカルシウム結合ドメインを切除したカルパ
インの調製を試みた｡カルパインをトリプシンや
キモトリプシンで切断し経時的に生成物の活性を
測定したところ,分解に伴い活性は低下するのみ
で,カルシウム非依存的な活性断片は得られなかっ
た｡従って,カルパインの活性中心部分以外のド
メインも活性維持に必要な板能を有するものと思
われる｡
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